
５月２８日（火）自然遊びメニュー１

１．シロツメクサをタンポポの茎にいれてあいさつ「こんにちは」

２．カタバミ・夜になると葉がペタッと片方のところに１つに固まるのでカタバミという

　　　　　　・茎の中の軸が切れないように剥くと、中は酸っぱい（蓚酸）

　　　　　　・10円玉がピカピカになる

３．ドクダミ・毒（ドク）と痛み（イタミ）に効くからドクダミという名前がついた

　　　　　　・匂いをいでごらん。「くさい！」テントウムシが飛んで逃げる時の匂いと同じ

　　　　　　

　　　　　　

４．ハルノゲシ

　　　　　・春は黄色の花が多い。夏は白っぽい花が多くなる。

　　　　　　なぜなら、春より夏の方が木々の葉が生い茂るので、森の中が暗くなる。

　　　　　　チョウなどの虫が黄色より白の方が目立つから。　　

　　　　　・茎が空洞なので、シャボン玉ができる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．ナガミノゲシ　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　・インクをつけると、花火の形のかわいいスタンプができるよ

　　　　　　　　　　

５．ムクロジ　　・この硬い実をパリッと割ると、羽根つきの羽根の黒い所になる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　　　　　・この黒い実を虫が食べて穴があいたところに糸を通すと数珠になる

　　　　　　　・ムクロジの皮をびんに入れて振ると白い泡が出てくる。

　　　　　　　　これが石鹸のかわりになっていた


